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論　　文　　の　　要　　旨

（1）本論文の構成

　　　本論文は夢7部、16章で33の実験から成っている。本論文は、また螂頁から成る。

（2）本研究の目的

　　　聴覚障害児における言語発達遅滞の要因は音声言語の受容制限に起因すると考えるが穿その

　　言語指導に関する研究の多くは国語教育の特殊な領域として実践的にされてきた。しかし事言

　　語指導におけるそれらの研究成果と教育的効栗およびそれらの研究における言語行動に関する

　　規定などに不透明な点があるので里言語指導が依拠する実験的研究が必要であると考えた。本

　　研究においてはラ言語メディアの情報伝達と言語情報の処理に関する実験的研究がなされた。

　　そして、聴覚障害児教育における言語指導に関する基礎的な知見を得ろことを研究目的とした。

（3）研究の方法と結果ならびに考察

　　　カナ文字に対応した音素などの言語メディア以外の副次的な自然言語に関わる記号をパラ言

　　語メディアと規定とした。音声の抑揚（イントネーション）や補装具を経た特殊な語音雪およ

　　び読話や手話などの視覚的サインをパラ言語メディアと定義した。そしてラ聴覚障害児におけ

　　る音声言語の受容制限に関する補償を目的としてラパラ言語メディアの情報伝達に関する実験

　　的研究をした。健常者を被験者として音声言語に関する聴取実験と物理学的分析から、健常者

　　の日常会話における超分節的要素の情報伝達を明らかにした。またヨ母音の育児語（babyta1k）
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においては超分節的要素が言語メディアをなしていることを示唆した。さらにラ軽度難聴児な

どの機能的構音障害児の治療教育においてはラ超分節的要素が指導において有意であることを

示唆した。しかしながらヨ構文や意味などに関する情報（以下害言語情報）が言語力の形成に

必要で主要な情報と考えたがヨ音声言語の超分節的要素による言語情報の伝達はほとんどない

ことが解りヨ聴覚障害児における言語力の形成においては超分節的要素の聴取が要因でなく、

カナ文字に対応した音素などの分節的要素の受容が要因となると考えられた。

　聾学校に在籍する聴覚障害児の多くはヨ補聴器装用によっても，語音聴取に困難さをもつ。

と二ろがラそのような語音聴取能力の聴覚障害児においてもヨいつの商にか補聴器を活用でき

るようになる事例は多くある。そのことを解明するための実験的研究をし、残存聴カを活用し

た言語指導に関する知見として雪聴カレベルが90dB以上の重い感音性の聴覚障害児（以下、高

度難聴児）ではヨ残存聴力活用による音声言語の受容困難なことと。それによる言語獲得の期

待薄いことを示唆した。すなわちラ高度難聴児の言語指導においては、手話などの視覚的サイ

ンを言語メディアとする必要性を明らかにした。

　読話は聴覚障害児の言語指導において主要な言語メディアとして用いられてきたがラ読話の

知覚パターンに関する物理学的分析および単音節と2音節の伝達情報量に関する実験的研究を

し雪読話は言語指導における言語メディアとして不適当なことを明らかにした。それに対し里

指文字のinte111gibi肚yと伝達情報量に関する知覚研究はう指文字が言語メディアとしての機能

を備えていることを明らかにした。しかしながら、指文字などの視覚的言語メディアによる言

語指導は初期的な言語カの形成に有効ではあるが、高次な言語力の形成は難しいとの報告も

多々あるので、指文字などによる言語情報の伝達は困難でありヨこのような知覚実験での知見

のみから言語メディアに関する評価は難しいとした。

　聴覚障害児の言語指導で採用すべき事柄を明らかにするため雪言語行動の記述や評価に必要

な事柄とその測定尺度を明らかにした。健常乳幼児のコミュニケーション行動に関する実験的

研究と言語行動の分析に関する研究はラ聴覚障害児の言語指導で対象とする項目は言語情報を

主とすべきことと言語発達の評価に意味的な測定尺度が有効であることを示唆した。そして争

命題がコミュニケーションの基本的単位でありヨその生成や結合に関する知識などが言語カを

形成することや里その発達遇程や文理解の測定に関する科学的な知見が言語指導において有効

なことを示唆した。また雪言語指導においてはそれらの知見を合理的に構成することが有効で

あると考察した。

　言語カの形成には言語情報の処理能カが関わると考え争ことばの記憶に関する実験をしラ聴

覚障害児はことばをチャンク（Ch㎜Ck）化する能カが低いことを明らかにした。またヨ文理解

は内容語と文構造を読解する言語情報の処理に関する行為であることを示唆した。さらにヨ意

味的に分析した文構造から算出した数値が文の認知と関係することを示した実験的研究は雪言

語情報の処理能カが言語力に対応することを示唆した。

　聴覚障害児の言語発達には事言語メディアの知覚と言語情報の処理能力に関する発達の2つ
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があると考えた。前者に関する発達的研究は，語音聴取能力は語音を識別してカテゴリー分類

する能力から同定する能力へと発達することを示唆しヨ健常児1者を被験者とした語音聴取率

と文の了解度の関係を分析した発達的研究は事言語力が語音聴取能力を補うようにみえること

を考察した。後者に関する発達的研究においてはう言語情報は構文と意味に関する情報を含む

ので、その処理能カの体制化の解明に際し、文理解の難易度に関する論理学的視点による研究

が適当であると考えた。そしてヲ特殊条件文のような言語標識が文の真理値を規定する文につ

いてはヨ小学低学年生でも理解が可能で、文の言語形態の複雑さとその理解は発達的に対応が

少ないことを明らかにした。志向的文と未来時制文の理解に関する発達的研究はヨ健聴児にお

いても，これらの文理解は学童期の長い年数をにかけて発達することを明らかにした。

　またヨ聴覚障害児に特徴的な意味論的多義性の理解困難さを雪ことばの意味解釈に関わる制

隈と規定し雪聴覚障害児と健聴児を被験者として発達的研究をした。比楡文の理解とことばの

意味解釈が関係しヲ比楡文の理解にはことばの多義的理解に関する知識が必要なことを示唆し

た。これらの言語情報の処理能カに関する発達的研究はヨその能カが階層的に形成されること

を示唆しラ指導項目の配列における合理性に関する研究が必要なことを明らかにした。

　次にラ聴覚障害児に対する言語指導の合理的教示方法や指導手続きなどの考案をし雪指導に

おける教材の提示方法や評価方法などを研究した。言語発達に有効な言語に関する知識構造の

モデルと構成的な指導方法を考案しヨ指導レベルのフローチャートを提案した。またラ内容語

の意味に関する問いかけのことばを用いた指導やその記述に関する実験的研究をした。命題の

生成に関わる格助詞に関する言語指導での教材や詳細な手続きを考案しヨ具体的な指導の進め

方を明らかにした。またヨ格助詞の指導は聴覚障害児の小学低学年において有効なことを実験

的研究で明らかにした。

　本論文では雪聴覚障害児教育における言語発達にはヨ2つのコースがあると考えた。1つはヨ

残存聴力の活用による言語発達でヲもう1つは構造化した言語指導による言語発達である。前

者は曾残存聴カを活用しヨ聴覚障害児自身が日常生活において言語を体制化する発達である。

後者は教育による言語発達である。聴覚障害児教育で対象となる事例の多くに言語発達に関す

るこの2つのコースの指導が必要であった。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究はヨ聴覚障害児を研究対象として菅かれらの言語指導の方法に関する実験的研究を実施し

たものである。

　本研究は科学主義のもとに実証的な研究を進めている。実証できるもののみを研究対象にしてい

る点，メタ理論などを駆使し里新しい知見を提出している点ヨことばの命名雪カテゴリーの命名ヨ

助詞の活用冒内容語の意味の拡充ラ重文1複文の理解などといった問題を総合的に扱っているなど

は高く評価できるところである。
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　ただしヨ先行研究を十分には参考していない点、研究領域がやや総花的でヨ十分焦点化されてい

ない点など問題点も指摘されている。

　今後の研究に期待される面はあるにしてもヨ本研究が聴覚障害児教育における言語指導にっいて

有効な知見を提供し、聴覚障害学に貢献したところ大である。

　よってヨ著者は博士（教育学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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